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第3章介護保険在宅サービス利用者調査

第3章介護保険在宅サービス利用者調査

1 .ケアマネジャー(介護支援専門員)について

(1 )ケアマネジャーをどのようにして選んだか

閏 18 現在のケアマネジャー〈介護支援専門員〉をどのようにして選びましだか。

(0はいくつでも〉

【ケアマネジャーをどのようにして選んだか】

いきいきセンターふくおかを利用している

介護サービス事業者からすすめられた

医師などから紹介された

自分や家族で区役所から送付された
一覧表等の情報をもとに遷んだ

友人や知人から紹介された

民生委員・児童憂員などから紹介された

その他

無回答

0胃 20覧 40首 60胃

30.6 

全体(N=2，762)

ケアマネジャーをどのようにして選んだかでは、「いきいきセンターふくおかを利用している」が

30.6%で最も多く、次いで「介護サービス事業者からすすめられたJ20.3%、「医師などから紹介され

た」が 17.9%で続いている。

【ケアマネジャーをどのようにして選んだか×年齢別】
(%) 

情の送ら分自 れ友 た医 ど民 すら介護 おい そ 無
た人 師 か生 かき の 回

回 報付や や な ら委 すサ をい 他 4事
答 をさ家 知 ど 紹員 め l 帯当IJiき
数 もれ族 人 tr、 介・ らピ 周セ
とたで ir、 ら さ児 れス しン
1;::一区 ら 紹 れ童 た事 てタ
選覧役 紹 介 た委 業 し、|
ん表所 介 さ 員 者 るふ
だ等か さ れ な I)> く

全体
2， 762 347 289 494 102 562 845 341 173 
100.0 12.6 10.5 17.9 3. 7 20.3 30.6 12.3 6.3 

40~64歳 63 14.3 9.5 30.2 1.6 15.9 22.2 15.9 0.0 
65-69歳 143 16.自 10.5 20.3 3.5 20.3 25.9 10.5 5.6 

年
70-74歳 234 13.7 10.7 22.6 2.1 19. 7 35.9 13.2 2.6 

齢
75-79歳 407 10. 1 10.1 20.9 4.2 16.2 36.4 9.8 7.1 

jJlJ 80-84歳 661 11. 0 9.7 16.5 3.8 20.0 36.5 11. 0 7.6 
85-89歳 691 12.0 10.7 16.2 3.8 21. 4 28. 1 14.6 5.4 
90歳以上 498 15.1 10.8 16.3 4.6 23.3 22.9 13.3 6.4 
無回答 65 15.4 15.4 9.2 0.0 23. 1 20.0 7.7 16.9 

年齢別にみると、「いきいきセンターふくおかを利用している」では、 70歳から 84歳の年齢層で他に

比べ割合が高くなっている。また、「医師などから紹介された」では 70歳代以下の割合が高い。
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(2)担当ケアマネジャーの満足度

閏 19 現在の担当ケアマネジャー〈介護支援専門員〉に満足していますか。 (0はTつ〉

全体
(N=2，762) 

0% 

【担当ケアマネジャーの満足度】

-満足

園やや不満

20掲

図やや満足

目不満

40覧 60完

回どちらともいえない

ロ無回答

80覧 100% 

担当ケアマネジャーの満足度は、「満足」が 62.7%で最も多く、「やや満足J(20.1%)と合わせて 82.8%

が『満足』と回答している。

(3)担当ケアマネジャーへの不満の理由

【閏 19でr4.Jかrs.Jと答えた方にうかがいます】

問 19-1 どのようなところがご不満ですか。 (0はいくつでち〉

【担当ケアマネジャーへの不満の理由】

相醸したいときに

十分に応じてくれない

専門知識が少ないと感じる

按遇や言葉遣いに問題がある

サービス事業者との調聾を

十分にしてくれない

希望通りのケアプランを

作って〈れない

サービス日時の変更などの

希望に対応して〈れない

希望しない特定の事業者を紹介する

その他

無回答

。覧 20覧 40胃

38.7 

全体(n=75)

60" 

「やや不満J(52人)、「不満J(23人)と回答した人 (75人)の不満の理由は、「相談したいときに十

分に応じてくれない」が 38.7%、次いで「専門知識が少ないと感じる」が 33.3%と、ともに3割を占

める。
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2. 介護予防サービス・介護保険サービスについて

(1 )現在利用している介護予防サービス(要支援1および2)

【事支揖1および2の方にうかがい容す】

閏20 現在、介護保険サービスのうち、どのサービスを利用していますか。 (0はいくつでも)

【現在利用している介護予防サービス(要支援1および2)】

。軸 10軸 20弧 30覧 40弛 50首

介護予防通所介護(デイサービス)協級協級協級協物語~353

介霞予防訪問介瞳(ホームヘルプ)

介康予防通所リハピリテ--/3ン(デイケア)

介護予防福祉用具貸与

介護予防住宅改修費支給

介護予防福祉用具蹟入費の支給

介護予防訪問入浴介霞

介護予防訪問リハビリテーション

介護予防訪問看護

介護予防短期入所生活介護/
介護予防短期入所療養介護(ショートステイ)

介護予防居宅療養管理指導

介護予防特定施般入居者生活介護

介護予防小規模多楓能型居宅介醸 10.4

介謹予防認知症対応型通所介護 10.2
(認知症デイサービス)

介謹予防認知症対応型共同生活介護 10.2 
(グループホーム)

利用していない

無回答 隊級協働14.8

全体(n=1，205)

要支援1および2の人 (1，205人)を対象にした介護予防サービスの利用状況では、「介護予防通所介

護(デイサービス)Jが 35.3%で最も多く、次いで「介護予防訪問介護(ホームヘルプ)Jが 25.7%と

高い割合を占めている。
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【現在利用している介護予防サービス(要支撮1および2)x要介護度別】

(%) 

サl介護 シ介 へ介 介 シ介 介 介 介 護/介
ヨ護 Jレ護 護 ヨ護 護 護 護 (介護

回 ピ予 ン予 プ予 予 ン予 予 予 予 シ護予
理事 ス防 (防 }防 防 防 防 防 防 ヨ予防

数 }通 デ通 訪 訪 訪 訪 居 福 1防短
所 イ所 間 問 閑 閑 宅 祉 ト短期
介 ケリ 介 入 リ 看 療 周 ス期入
護 アハ 護 浴 ノ、 護 養 具 テ入所
( 
)ピ

( 介 ピ 管 貸 イ所生
アJ リ ホ 護 リ 理 与 療活
イ ア ア 指 養介

ム 導 介護

全体 1，205 425 233 310 38 36 33 12 204 22 
100.0 35.3 19.3 25.7 3.2 3.0 2.7 1.0 16.9 1.8 

度要 要支援1 654 32.4 18.3 26.0 2.0 3. 1 2.8 1.2 13.0 0.9 

別介
要支援2護 551 38. 7 20.5 25.4 4.5 2.9 2.7 O. 7 21. 6 2.9 

(%) 

活介 支介 介 宅介 ス介介 ム生介 和j 無
介護 給謹 護 介護 )護護 )活護 周 回

回 護予 予 予 護予 (予 介予 し 答
答 防 防 防 防 認防 言質防 て
数 特 福 住 知認 (認 し、

定 祉 宅 規 症知 グ知 な
施 周 改 模 デ症 Jレ症 し、

設 具 修 多 イ対 1 :対
入 購 費 機 サ応 プ応
居 入 支 能 1 ~型 ホ型
者 費 給 型 ピ通 1共
生 の 居 所 同

全体 1，205 11 11 84 5 2 z 46 178 
100.0 0.9 5.9 7.0 0.4 0.2 0.2 3.8 14.8 

度要 要支援1 654 0.9 5.0 6.1 O. 3 0.2 0.0 4.3 16. 7 

510介
要支援2護 551 0.9 6.9 8.0 O. 5 0.2 0.4 3.3 12.5 

要介護度別にみると、要支援2で、「介護予防通所介護(デイサービス)Jや「介護予防福祉用具貸与」

の割合が、要支援1に比べて高くなっている。
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(2)現在利用している介護保険サービス(要介護1...... 5) 

【要介薗1-5の方にうかがい事す】
閏21 現在、介護保険サービスのうち、どのサービスを利用していますか。 (0はいくつでも)

【現在刺用している介護保険サービス(要介護1..... 5)】

通所介護(デイサービス)

福祉用具の貸与

通所リハピリテーション{デイケア)

訪問介護(ホームヘルプ)

短期入所生活介陵/短期入所療養介瞳

(ショートステイ)

訪問看瞳

訪問入浴介謹

福祉用具麟入費の支給

住宅改修費支給

訪問リハビリテーション

特定施設入居者生活介謹

麗知症対応型通所介護

(毘知症デイサービス)

居宅療養管理指導

小規模多種能型居宅介護

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護

0% 

定期巡回・随時対応型訪問介護看護目1.0

夜間対底型訪問介護目0.8

地様密着型特定施設入居者生活介護 10.7

麗知症対応型共同生活介護
10.6 

(グループホーム)

利用していない

無回答

20胃 40也 60覧 80弛

51.5 

8.4 

全体(n=1，461)

要介護1""'5の人 (1，461人)が利用している介護保険サービスでは、「通所介護(デイサービス)J

が51.5%と過半数を占めており、次いで「福祉用具の貸与Jが37.0%、「通所リハピリテーショ ン (デ

イケア)Jが23.1%、「訪問介護(ホームヘルプ)Jが21.6%で高い割合を占めている。
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【現在利用している介護保険サービス(要介護1-5) x要介護度別】

(%) 

通 イ通 訪 訪 訪 訪 居
福祉 養療短期

特
福祉

所 ケ所 間 間 問 閑 宅 定
回 介 アリ 介 入 リ 看 療 用 介入 施 周
答 護 ノ、 護 浴 ノ、 護 養 具 護所 設 具
数 ( ピ ( 介 ピ 管 の (生 入 購

アJ 1) ホ 護 リ 理 貸 シ活 居 入
イ T ア 指 与 ヨ介 者 費
サ ム 導 11護 生 の

シ' J、、 シ ト/ 荷 支
ピ ヨ Jレ ヨ ス短 介 給

ス ン プ ン テ期 議
) 

イ入( 

アJ 所

全体 1，461 753 337 316 150 126 153 36 541 207 53 144 
100.0 51. 5 23.1 21. 6 10.3 8.6 10.5 2.5 37.0 14.2 3.6 9.9 

要
要介護1 481 57.2 24.7 23.5 6.0 3.3 5.6 1.0 23.7 8. 1 1.2 5.6 

別介
要介護2 438 52.1 25.3 20.1 10.3 7.8 6.8 1.6 39.3 12.6 3.0 12.3 
要介護3 266 50.0 24.4 22.6 12.0 10.9 13.5 4.1 47.0 21. 1 5.3 11. 7 護
要介護4 169 46.2 16.6 16.0 12.4 11. 8 15.4 1.8 39.6 19.5 8.3 10.7 度
要介護5 107 36.4 13.1 26.2 21. 5 25.2 31. 8 9.3 58.9 22.4 5.6 13.1 

(%) 

住 症認 (認 護定 夜 入地 荷地 和j 無
宅 規 デ知 グ全日 看期 間 所域 介域 周 回

回 改 模 イ症 ノレ症 護巡 対 者密 護密 し 答
答 修 多

サl対応 1 :対 回 応 生着 着 て
数 費 機 プ応 . 型 活型 型 し、

支 能 ピ型 ホ型 随 訪 介介 特 な
給 型 ス通 l 共 時 問 議議 定 し、

居 )所 ム同 対 介 老 施
宅 介 )生 応 護 人 設

介 護 事雪 型 福 入
護 ( 介 訪 名t 居

認 護 問 施 者
知 介 設 生

全体
1，461 135 31 40 9 14 12 30 10 25 122 
100.0 9.2 2.1 2.7 0.6 1.0 0.8 2. 1 O. 7 1.7 8.4 

要
要護1 481 7.1 1.0 1.7 0.2 0.2 0.2 0.4 0.0 1.7 8.3 

別介
要護2 438 11.9 2.1 2.5 0.2 0.5 O. 7 1.6 0.5 1.8 8.0 
要護3 266 10.5 3.0 3.8 0.4 0.4 1.1 2.3 1.9 0.8 7.9 護
要護4 169 7.1 3.0 3.6 1.8 1.8 0.6 5.9 0.6 2.4 10. 1 度
要介護5 107 8.4 3. 7 4.7 2.8 6.5 3. 7 4.7 1.9 2.8 8.4 

要介護度別にみると、要介護1では「訪問介護(ホームヘルプ)Jの割合が他に比べて高く、『短期入

所生活介護/短期入所療養介護(ショートステイ)J、「福祉用具の貸与」、「訪問看護」、「訪問入浴介護人

「訪問リハピリテーション」などでは、要介護度が重い層での利用が高くなる傾向がみられる。
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(3)介護予防・介護保険サービス内容の満足度

【間20でf1.-15. Jと答えた方にうかがい事す】
間20-1 現在利用レている介護保険サービスの内容に満足していますか。 (0は1つ〉
【閏21でf1.-19. Jと答えた方にうかがいます】
閏21-1 現在利用レている介護保陵サービスの内容に満足していますか。 (0は1つ〉

3.3 

【介護予防・介護保険サービス肉容の満足度×要介護度別】

図やや満足

園やや不満

ロ無回答

-満足

回どちらともいえない

因不満

要支援1・2
(n=981 ) 

要支援1
(n=517) 

要支援2
(n=464) 

要介護'....5
(n=1.314) 

要介護1
(n=433) 

要介護2
(n=395) 

要介護4
(n=148) 

要介謹5

--~~三9目ー-ー

要介撞3
(n=243) 

要
介
護
度
別

80" 

現在、利用している介護保険サービスの満足度をみると、要支援1・2の人を対象にした介護予防サ

ービスでは「満足」の56.1%、「やや満足」の 24.3%を合わせて 80.4%が 『満足』、要介護1---5の人

を対象にした介護サービスでは「満足」の48.4%、「やや満足」の30.4%を合わせた78.8%が『満足』

と回答している。

要介護度別にみると、要介護1で『満足』している人が81.5%と最も高く、最も低いのは要介護4で

73.7%となっている。

60" 40弘20" 。%
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(4)介護予防・介護保険サービスの不満の理由

【間20-1でr4.Jかrs.Jと筈えた方にうかがい事す】
間20-2 どのようなところがご不満ですか。 (0はいくつでも〉
【閏21-1でr4.Jかrs.Jと笹えた方にうかがいます】
閏21-2 どのようなところがご不満ですか。 (0はいくつでも〉

【介護予防・介護保険サーピスの不満の理由】

0% 20覧 40首

限度額のよ隈に達しているため、
サービス量割省やせない l"i"'i"'i"'i"'i"'i"'i"'i"'i"'i"tt"i"'i"'i"'i"'i"'134.2 

利用料金(1劃負担)が高くなるため、

サービス量割祖やせない

希望時間などにサービス事業者が

対応できないため量を増やせない

実際のサービスが希望していた

ものと違っていた

サービスについての苦情や要望なとを

十分に聞いてもらえなかった

サービス提供の手際が悪いなど、

妓術が劣っていた

ケアマネジャー(介護支援専門員〉が

希望に対応してくれなかった

職員の態度が悪かった
四要支援1・2の人
(n=51) 

60胃

訪問などの日時を変えてもらえなかった ロ要介護1-5の人
(n=73) 

プライパシーが守られていなかった

その他

無回答

「やや不満」、「不満」と回答した人(要支援1・2の人51人、要介護 1"""5の人73人)にその理由

をたずねたところ、要支援1・2では「限度額の上限に達しているため、サービス量を増やせない」が

33.3%で最も多く、要介護 1"""5では「利用料金(1割負担)が高くなるため、サービス量を増やせな

い」が 35.6%で最も多くなっている。
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(5)介護予防サービスの効果

【間20でf1.-15. Jと答えた方にうかがい事す】
間20-3 現在利用レている介護予防サービスについて、刻果があったと思われましたか。

(0は1つ〉

【介護予防サービスの効果(要支援1および2)x要介護度別】

全体
(n=981) 

「ー
要 要支援1
介 (n=517)

謹

度 要支援2
別 (n=464)
Lー

0弘

-要支援状態カT改善できた

臼要支援状態が重度へ移行した

口無回答

20% 40% 

図要支撮状態が維骨できている

園わからない

60% 80% 100覧

要支援1・2を対象にした介護予防サービスを利用している人 (981人)に、その効果をたずねたと

ころ「要支援状態が維持できている」が60.0%、「要支援状態が改善できた」が 12.6%と、 72.6%がそ

の効果を実感している。

要介護度別にみても、いずれも 7割がその効果を実感しているが、状態の改善については要支援1の

割合が高くなっている。
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(6)介護予防・介護保険サービスを受けていない理由

【間20でr16.Jと替えた方にうかがい事す】
間20-4 介護予防サービスを受けていない理由は伺ですか。 (0は1つ〉
【閏21でr20.Jと筈えた方にうかがいます】

閏21-3 介護保険サービスを受けていなし1理由は何ですか。 (0は1つ〉

【介護予防・介護保険サービスを受けていない理由】

0" 
自立して生活できるようになった

サービス内容に不満があり、利用をやめた

他に介護をしてくれる人ができた

一時的に利用した

入院した

費用負担が大きいため

施設に入所した

その他

無回答

20覧 40弛 60覧

四要支援1・2の人
(n=46) 

日要介護1-5の人
(n=25) 

37.0 

*選択肢を量生けていない

介護予防 ・介護保険サービスを「利用していなしリと回答した人(要支援1・2の人 46人、要介護

1""""'5の人 25人)にその理由をたずねたところ、要支援1・2では「自立して生活できるようになっ

た」が 13.0%、要介護1""""'5では「入院した」、「施設に入所した」がいずれも 20.0%で最も高い割合

を占める。
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利用料金について3. 

1ヵ月あたりの利用料金

間22 1ヵ月あだりに支払っている介護保険サービスの利用料金日割負担〉はおいくらくらい

ですか。 (0は1つ〉

、E，
4
E
E
 

，s‘、

【1ヵ月あたりの利用料金×要介護度別】

.'.000円未満
図，.000-5. 000円未満
ロ5.000-10， 000円未満
園，0， 000-20， 000円未満
目20，000-30， 000円未満
図30，000-40， 000円宋満
目40，000円以よ

ロわからない

・介謹保険だけでは足りないので、自己負担で利用している

ロ無回答

12.9 

9.8 

要介護1
(n=481 ) 

要介謹2
(n=438) 

要介護3
(n=266) 1 

要介謹4
(n=169) 1 

要介瞳5
(n=107) 

0.9 

0" 

全体
(N=2，762) 

「吋(n=654) 
要支援2
(n=551 ) 

要
介
檀
度
別

100% 

1ヵ月あたりに支払っている介護保険サービスの利用料金(l割負担)は、 il，000"""'5， 000円未満」

が26.5%と最も多く、次いで il0.000"""'20. 000円未満」が 17.0%、i5.000，.....，10.000円未満」が 14.7%

80% 60覧40" 20% 

となっている。

要介護度別にみると、要支援1・2ではil.000，.....，5. 000円未満J(要支援1:56.0%、要支援2:33.4%)、

要介護 1"""'2ではilO，000"""'20， 000円未満J(要介護1:34.9%、要介護2:29.5%)、要介護3ではi20，000 

"""'30，000円未満J(22.6%)、要介護4"""'5では i30，000"""'40，000円未満J(要介護4: 18.3%、要介護

5 : 23.4%)が最も多くなっている。
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(2)利用額上限までの利用状況

間23 平成25年8月の介護保険サービスの利用額について制度上利用できる上限まで利用しま

したか。 (0は1つ〉

【利用額上限までの利用状況】

-上限まで利用した 図上限まで利用していない ロわからない ロ無回答

全体
(N=2，762) 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

制度上利用できる上限までの利用状況は、「上限まで利用していない」人が41.1%、「上限まで利用し

た」人は 18.0%を占める。

(3)利用額上限まで利用していない理由

【閏23でr2.Jと筈えた方にうかがいます】
間23-1 上限まで利用レていない理由は何ですか。 (0は2つまで〉

【利用額上限まで利用していない理由】

今のサービスで十分だから

家族が介護しているので、
多〈利用する必要がないから

利用料の負担が重いから

施設に通うことがおっくうだから

利用したいサービスがないから

へル/(ーなどが家に訪問して〈るのが
わずらわしいから

その他

無回答

。首 20% 40% 60首 80首

52.9 

全体(n=I，136)

制度上利用できる上限まで利用していないと回答した人 (1，136人)にその理由をたずねたところ、

「今のサービスで十分だから」が52.9%と過半数を占め、次いで「家族が介護しているので、多く利用

する必要がないから」が34.9%となっている。
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4.今後の介護について

(1 )今後、どのように介護を受けたいか、介護をしていきたいか

閏24 今後、どのように介護を受けていきだいと思いますか。 (0は1つ〉

閏45 今後、どのよう!こ介護をレていきたいと思いますか。 (0は1つ〉

全体
(N=2.762) 

全体
(n=1，836) 

0対

0覧

【今後、どのように介護を受けたいか】

-在宅で、できるかぎり家旗だけの介護を畏けたい

園在宅で、家族の介護と介護保険サービスを併せて介護を受けたい

図在宅で、介護保険サービスを中心に介護を受けたい

園施設等入所したいがサービスが充実すれば、今後も在宅生活したい

臼施設に入所したい

園その他

国わからない

ロ無回答

20対 40対 60覧

【今後、どのように介護をしていきたいか】

-在宅で、できるかぎり家族だけで介護したい

80句

図在宅で、家族の介護と介護保険サービスを併せて介護したい

ロ在宅で、介護保険サーピスを中心に介護したい

園施設入所も検討するが、サービスが充実すれば在宅で介護したい

回施設に入所させたい

図その他

ロ無回答

20覧 40覧 60覧 80省

100句

100省

今後、どのように介護を受けていきたいかでは、『在宅で、家族の介護と介護保険サービスを併せて

介護を受けたい」が28.6%で最も多く、「在宅で、介護保険サーピスを中心に介護を受けたい」が 17.6%

で続いている。

一方で家族(介護者)に、どのように介護をしていきたいかをたずねた問いでは、「在宅で、家族の

介護と介護保険サーピスを併せて介護したい」が 39.8%、「施設入所も検討するが、サービスが充実す

れば在宅で介護したい」は 18.4%、「施設に入所させたい」は 1l.2%、「在宅で、できるかぎり家族だ

けで介護したい」は8.5%、「在宅で、介護保険サーピスを中心に介護したい」は8.1%となっている。
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全体
(N=2，762) 

(n=654) 

要支援2
(n=551 ) 

要 要介謹1
介 (n=481 ) 
謹
要介護2度

見IJ (n=438) 

要介謹3
(n=266) 

要介謹4
(n=169) 

要介麗5
(n=107) 

【今後、どのように介護を受けたいか×要介護度別】

L 

0% 

-在宅で、できるかぎり窓族だけの介護を受けたい

固在宅で、家族の介護と介護保険サービスを併せて介護を受けたい

囚在宅で、介謹保険サービスを中心に介護を受けたい

園施設等入所したいがサービスが充実すれば、今後も在宅生活したい

回施設に入所したい

図その他

国わからない

ロ無回答

20% 40% 60目 80% 100% 

要介護度別にみると、いずれも「在宅で、家族の介護と介護保険サービスを併せて介護を受けたい」

での回答が多いが、その割合は要支援に比べ要介護で、さらに要介護3、5など比較的重度の層で高く

なっている。
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(2)在宅生活で必要性が高いサービス

間25 あなだが在宅で生活する疋めに、必要性が高いく利用しだしりと思うサービスは何ですか。
(0はいくつでも〉

【在宅生活で必要性が高いサーピス】

夜間や緊急時の不安が解消されるサービス

必要な時にデイサービスセンター等に
泊まることができるサービス

定期的に施霞に入所して自宅と
行き来しながら生活できるサービス

昼間の見守りサービス

その他

無回答

0弛 10判 20" 30" 40" 50" 

37.8 

全体(N=2，762)

在宅で生活するために必要性が高いと思うサービスでは、「夜間や緊急時の不安が解消されるサービ

ス」が37.8%で最も多く、次いで「必要な時にデイサービスセンター等に泊まることができるサービス」

が32.4%で続いている。

【在宅生活で必要性が高いサービス×要介護度別】
(%) 

解消夜閑 昼 こス必 らて定 そ 無
間 とセ要 生白期 の 回

回 さや の がンな 活宅的 他 答
答 れ緊 見 でタ時 でとに
数 る急 守 き1に き行施

サl時の り る等デ るき設
サ サにイ サ来に

ピ不 r 1自サ lし入
ス安 ピ ピま l ピな所
t主 ス スるピ スがし

全体
2， 762 1，044 330 895 489 186 686 
100.0 37.8 11. 9 32.4 17.7 6. 7 24.8 

|要支援1 654 43.3 8.9 24.0 15.0 7.3 28.3 

要
|要支援2 551 35.6 10.2 31. 6 15.4 6.0 27.6 
要介護1 481 37.4 14.1 34.3 15.2 5.自 24.9 介
要介護2 43自 35.4 14.6 37.7 22.1 6.自 16.4 
護
要介護3 266 39.1 14.7 41. 4 23.3 6.8 17.3 
度
要介護4 169 35.5 11. 8 37.3 24.9 7. 1 22.5 思j
要介護5 107 37.4 15.9 37.4 17.8 8.4 25.2 
無回答 96 27.1 8.3 21. 9 13.5 8.3 47.9 

要介護度別にみると、「夜間や緊急時の不安が解消されるサーピス」は要支援1で最も多く回答され

ている。「必要な時にデイサーピスセンタ一等に泊まるととができるサービス」では要介護2、3で割

合が高く 、「定期的に施設に入所して自宅と行き来しながら生活できるサービス」では要介護2から4

にかけて割合が高い。
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(3)サービスの利用状況・利用意向、満足度

閏35 あなた三は、以下のサービスを利用レ疋ことがありますか。まだ、現在利用していない揚合

は、今後利用したいと思いますか。(項目ごとにOは1つ〉
さら!こ、サービスを現在利用レている揖合は、それに対する満足度はいかがですか。

〈項目ごとにOは1つ〉

【サービスの刺用状況・利用意向】

(N=2，762) 

1 )おむつサーピス

2)食の自立支援.l!i!食サービス

3)寝具洗濯乾燥消毒サーピス

4)移送サービス

5)あんしんショートステイ

6)家族介謹者のつどい

7)住宅改造助成

0% 

-現在利用している

図必要なサービスなので、今後ぜひ利用したい

囚必要性を感じたら、利用したい

国利用するつもりはない

回わからない

ロ無回答

68.3 

68.3 

72.7 

71.8 

66.3 

74.1 

64.4 

20% 60" 80% 100% 

サービスの利用状況 ・利用意向をみると、「現在利用している」サービスとしては、住宅改造助成が

11. 7%で最も高い割合を占め、このほかではいずれも 1割未満となっている。

住宅改造助成を除くサービスでは、いずれも「必要性を感じたら、利用したいJでの回答が最も多く

なっており、家族介護者のつどいで9.2%、このほかでは13""'-'16%が回答している。
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【サービスの満足度】

1 )おむつサーピス (n=193) 

2)食の自立支援・配食サーピス (n=122) 

3)寝具洗濯乾燥消毒サーピス (n=45) 

4)移送サーピス (n=86) 

5)あんしんショートステイ (n= 162) 

6)家族介護者のつどい (n=13) 

7 )住宅改造助成 (n=322) 

0% 

-満足している

ロあまり満足していない

ロ無回答

20% 40% 

固やや満足している

園不満である

60% 80% 

利用している場合のサービスの満足度では、おむつサーピス、移送サービス、住宅改造助成で「満足

している」が過半数を占めており、「満足している」と「やや満足している」を合わせた『満足』では、

各サービス6割から8割を占めており、特におむつサーピス、住宅改造助成、あんしんショートステイ

では8劃と高い割合を占めている。



� ��� �

平成25年度福岡市高齢者実態調査結果報告書

5. 介護保険サービスを利用する上で困っていること(介護者)

閏44介護保険サービスを利用する上で困っていることは何ですか。 (0はいくつでも〉

【介護保険サービスを利用する上で困っていること(介護者)】

本人が嫌がるのでサービスを増やせない

(利用できない)

利用料金の経済的負担が大きい、

利用限度額がある為利用できない

サービスの使い勝手が悪い

サービスを増やしたいが近所に事業所がない等

頼める事業所がない

富民族などの理解が得られない

本人が必要のないサービスまで利用したがる

その他

特になし

無回答

。弛 10首 20覧 30弛 40也 50首

43.9 

全体(n=1.836)

介護者(家族)が介護保険サービスを利用する上で困っていることでは、「特になし」が 43.9%で最

も多くなっている。具体的に困っていることでは、「本人が嫌がるのでサービスを増やせない(利用で

きない)Jが 18.8%、「利用料金の経済的負担が大きい、利用限度額がある為利用できない」が 14.3%

となっている。




